
草の根パートナー型

平成21年度第2回 採択内定案件

I．提案事業の概要

1．対象国名 ラオス

2．事業名 公共図書館を通じた読書推進活動

3．事業の背景と必要性 公共図書館⾃⾝によって図書館の運営が継続発展できるように、以下3つの課題に取り組むことによってラオスにおける読書推進活動の更なる広がりを⽬指
す。

（1）公共図書館の⾃⽴運営のための安定的な予算・⼈材確保︓
公共図書館が継続的な図書館サービスを提供するためには公共図書館と⾏政が⼀体となって⾃⽴運営に協⼒し合う必要がある。そのために、公共図書館
が関係する⾏政の（情報⽂化局・教育局）システムの仕組みを理解し、⾃主的に公共図書館の継続的な運営を確⽴するために重要な2つのファクターで
ある管理運営費と⼈材の確保に取り組む。

（2）アウトリーチ（移動図書館）活動による読書推進活動の拡⼤︓
図書館にアクセスできない⼈たちにサービスを届けるアウトリーチ活動は、交通機関が整備されていないラオスの読書推進活動の普及にとっては必要不
可⽋の活動といえる。本事業でアウトリーチのモデルを構築し、ラオス公共図書館の役割と活動の拡⼤を担保する。

（3）図書館環境の整備と⾃発的な建設の波及︓
未だ公共図書館がない県でのボトムアップを図ることにより、読書推進活動を全県に広げていく。公共図書館の有無は住⺠にとっての情報格差を⽣み、
ひいては教育格差にもつながる可能性があるからである。公共図書館の増加は、全国の図書館ネットワークが拡⼤に繋がり、情報供与や経験共有などを
通じてさらに各公共図書館でのサービス向上や、読書推進活動の発展が期待される。また3ヵ年の計画のなかで公共図書館のサービスや技術向上だけで
なく、今後の⾃発的な建設の波及にも取り組む。

4．プロジェクト⽬標 対象地域の公共図書館における住⺠へのサービスが普及する。

5．対象地域 ウドムサイ県、サイヤブリ県シェンクワン県、ルアンパバン県、ヴィエンチャン県、ヴィエンチャン⾸都、サワンナケート県、チャンパサック県

6．受益者層 対象地域の公共図書館スタッフ、公共図書館担当の情報⽂化局員及び教育局員、ウドムサイ県サイ郡内の住⺠

7．期待される成果及び活動 1. 図書館関係者が公共図書館の継続的な運営ができる仕組みを習得している。
⾏政システムの仕組みを知る研修会（予算・⼈材確保の計画案作成等）の開催。
各公共図書館と関係⾏政機関の図書館担当職員との定期的な会合を持つ。

2. 公共図書館におけるアウトリーチ（移動図書館）活動のモデルが構築され、各公共図書館のスタッフにより、アウトリーチ活動について理解
が共有されている。

アウトリーチ（移動図書館）活動の実施および展開。（研修会の開催、モデル構築の経緯をまとめた事例集の作成、スタディ
ーツアーの実施）

3. 図書館環境の整備と図書館サービスが⾃発的に波及する仕組みがある。
ウドムサイ県での公共図書館サービスの提供。（公共図書館建設、スタッフへの技術能⼒研修会の開催、ワークショップの開
催）
公共図書館建設⼿引きの作成。
適切な設計での公共図書館の建設を波及させるための会合を持つ。

8．実施期間 2010年8⽉〜2013年8⽉（3年）

9．事業費 40,643千円

10．事業の実施体制 【現地側】情報⽂化省出版局、国⽴図書館、ラオス図書館協会、対象県の情報⽂化局員、教育局員、公共図書館スタッフ
【⽇本側】SVAラオス事務所

II．応募団体の概要

1．団体名 社団法⼈シャンティ国際ボランティア会（SVA）

2．活動内容 教育（学校建設、図書館活動、児童館活動）、⽂化（絵本出版）、緊急救援


